
森林組合等による
施業の集約化の推進

森林・林業施策の課題と方向性


現状 目指す姿

利用

面的なまとまりをもった森林経営 
•森林関連情報の整備・提供（林地台帳等）、
施業集約化、共有林での施業促進等を推進

多様で健全な森林へ誘導

（自然的・社会的条件が悪い人工林は、

針広混交の育成複層林等に誘導）

所有者の意向が
確認できない

間伐材が
搬出できない

森林の境界や
所有者が不明

育成単層林 育成単層林

育成複層林 育成複層林
天然生林

天然生林

間伐が必要な森林 間伐後の森林

課題

＜多様で健全な森林の整備のイメージ＞ 森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の
成
長
産
業
化４

育成

伐採植栽
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○ 我が国の森林資源は利用期を迎えており、自然条件等に応じた多様で健全な森林の整備を進める
ことにより、森林吸収量の確保をはじめとする森林の多面的機能の発揮と林業の成長産業化を推進
することが重要。 

○ 一方で、林業の採算性の低下や所有者の不在村化等により、所有者・境界が不明な森林が増加し、
森林施業の実施に支障が生じているところ。 

○ これらの課題を解決するためには、所有者や境界の情報を整備するとともに、この情報を活用して
森林施業を集約化し、効果的・効率的な森林整備を進めていくことが必要。




